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もありません。本科の学生は1年間（5年時）の卒業
研究，専攻科の学生は2年間の卒業研究となります
が，研究進捗度合いが低い場合には次年度以降の学生
に研究テーマを継続させても校長や学科長からのお叱
りはありません。
一方で小生が高専で配慮した点は，学生たちが学内
発表以外に学会発表に参加することも想定し，かつ税
金を使わせて頂いていることを考慮して研究の背景・
目的に社会的な意味・意義を持たせることでした（イ

ラスト2）。
　 

具体的に示します。①「菌寄生カビのトリコデルマ
属菌利用」は，化学物質過敏症の人や薬剤利用を避け
たい人に配慮した木材防腐技術を開発する。②「ラベ
ンダー・ローズ・ハッカ精油を用いたカビ退治」は，
地域資源の利活用の引き出しを増やすことで地域産業
の活性化に寄与する。ラベンダーは富良野地域，ロー
ズは当麻町（年間100万本のバラ生産地），ハッカは
北見市・滝上町の各資源です。③「農業被害を引き起
こす灰色カビなどの空中浮遊カビの調査研究」は，主
にハウス利用の農業において植物病原菌の効果的防除
に寄与する農薬選定に結び付ける（経験や勘に頼らな
い農薬選定）。そして④「キノコ・カビ菌株の省エネ
保存方法の試み」は，2011年の東日本大震災と2018
年の北海道胆振東部地震でそれぞれ生じた電力不足と
ブラックアウトの影響を意識し，省エネまたはゼロエ
ネの菌株保存の可能性を探るために「-20℃の凍結保
存」と「冷蔵庫～室温での非凍結保存」を試みる，で
す。
以上の卒業研究65名の成果は全て論文化して外部

および内部投稿し，Webなどで公開されています。

■教育ファーストから教育＆研究の二兎を追う高専へ
採用時の旭川高専の首脳陣の教えに，「教員は研究活
動のみにのめり込むことなく，学生の教育第一とする
こと。教員が研究に熱中すると教育がおろそかになる
傾向がある」がありました。退職する2020年度頃には

独立行政法人化した影響で国からの運営交付金が徐々
に減少して窮地が避けられない状況となり，国立高専
全体の方針として「研究成果で外部資金・競争的資金
を獲得せよ」に方向転換となりました（イラスト3）。
　 

高専の教育環境（設備含む）の維持やアップデート
に外部資金・競争的資金獲得が不可欠です。入学者を
教育し，卒業生の多くを技術者として社会に送り出す
ことが高専としての役割ですが，教育活動を担う教員
のレベルアップ・自己研鑽のためにも研究活動をおろ
そかにしてはならないとの考え方です。大学と同様に
教育と研究の二兎を追う，さらには地域貢献を含めた
三兎を追う高等教育機関に変貌しつつあります。

■ウッディエイジの原稿執筆を思う
北海道林産技術普及協会は2023年9月で創立70周

年，会誌ウッディエイジの発刊は1984年1月号からス
タートして2026年3月号で42年になります。この間，
小生は70編近い原稿を掲載頂きました。1998年度に
普及課長となり，同普及協会と情報交換する機会が増
えたことが発端です。林産試験場の定期刊行物の原稿
収集も普及課の業務で，安定した原稿確保が課題でし
た。ウッディエイジの原稿も同様の状況にみえまし
た。そこで少しでもお役に立てればとの思い，書くこ
とは種々のことを考えるきっかけになるとの思い，書
くことが嫌いではないことで継続できました（イラス

ト4）。読者の皆さまには，小生の拙稿とのお付き合い
に感謝するばかりです。
長きにわたり，ありがとうございました。

　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　（おわり）

■高専生の卒業研究指導
2005年4月1日から旭川高専勤務となり，授業（座
学講義，演習，実験）に加えて本科5年生（大学2年
生相当）・専攻科生（大学3および4年生相当）の卒業
研究指導が本来業務です。ここでは授業のノウハウや
その難しさを棚上げし，卒業研究指導のテーマに触れ
てみます。当時の学科長の「化学系と生物系の分野で
あれば，他の学科内教員の専門分野に踏み込んだ研究
テーマでも気にすることはない」というアドバイスが
印象的でした。

4月早々，小生の専門分野に興味を示した3名の本
科5年生が配属されました。高専を知らない小生には
大学4年生の卒研イメージしか湧きませんでしたが，
彼らは大学2年生相当です。「2年の違い」の解釈を悩
みました。退職後の今でもその答えは見つかりません。

■研究ネタは林産試験場での学びから
16 年間の常勤勤務で，57 名の本科5年生と8 名の専

攻科生の延べ65名と研究活動に励みました。この
間，①菌寄生カビのトリコデルマ属菌を利用する木材
防腐技術の開発，②ラベンダー・ローズ・ハッカの精
油を用いたカビ退治の可能性（イラスト1，狙いは浴
室の黒色真菌対策），③農業被害を引き起こす灰色カ
ビに注目した，旭川・東川・留萌・増毛地域における
空中浮遊カビの調査研究，④キノコ・カビ菌株の省エ
ネ保存方法の試み，が主要な研究テーマでした。ま
た，林産試験場普及課の勤務体験からキノコやカビを
用いる小中学生または一般市民を対象とするイベント
のネタ開発にも励みました。

　　　　 

いずれの研究テーマも林産試験場勤務時に習得した
菌類に関する知識・ノウハウがベースです。
上述の①のトリコデルマ属菌の生菌を防腐利用する
試みは，1987年度から木材保存科長のDさんと研究職
員のYさんがチャレンジしていました。しかし海外の
研究結果を含め，トリコデルマ属菌の供試菌株を変え
てもカワラタケによる木材腐朽を十分に阻止できない
欠点が浮き彫りになりつつありました（原因は不明で
す）。小生としてはそのリベンジを果たしたいと思い
立ち，トリコデルマ属菌の単体利用を諦め，幾つかの
木質炭化物にトリコデルマ属菌を固定化して用いる方
法（「菌株＋担体」のコラボレーション）に切り替え
ました。その結果，一般的な木炭（アルカリ性）への
固定化によってカワラタケの木材腐朽を阻止でき，特
許申請に至りました。残念ながら実用化には至りませ
んでしたが，小生が選抜した木材腐朽菌への攻撃力に
優れるトリコデルマ属菌株を分譲して欲しい旨のリク
エストが本州の林業分野の企業から2件ありました。
②のラベンダー精油などの抗菌性（抗カビ活性）評
価は，成分利用科長のAさんからトドマツ精油とキノ
コの菌糸成長の関わりについて研究指導を受けたこと
がヒントになりました。
③の空中浮遊カビの調査研究は菌床シイタケ栽培の
トリコデルマ対策を基礎にし，キノコ栽培以外の農業
分野に研究土俵を広げた研究テーマです。
キノコを用いる体験イベント用のネタの1つを本誌
の2010年3月号に『気軽に読める「微生物の小話講
座」（その7　冷蔵庫でキノコ栽培）』で紹介しまし
た。その際，北海道林産技術普及協会会員のSさんか
ら問い合わせを頂きました。そのリクエストに100%
応えることができませんでしたが，小生の記事に目を
通して頂いていることに嬉しさを感じました。

■産業的研究と教育的研究の違い
林産試験場での研究とは異なり，高専での卒業研究
は教育活動です。試作品や試作技術のコスト試算を求
められることはなく，定めた成果に到達する締め切り

木材利用の試験研究機関に勤務して⑯
～林産試験場での学びを高専で活かす～

旭川工業高等専門学校　名誉教授　富樫　　巌

注：いらすとやhttps://www.irasutoya.com/（ラベンダーとバラ）
とイラストAC https://www.ac-illust.com/（ハッカ）を引用

イラスト1. ラベンダー，ローズ，ハッカ
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注：いらすとや https://www.irasutoya.com/を引用
イラスト2. 社会的な意味・意義を持った研究にする

注：イラストAC https://www.ac-illust.com/を引用，一部改変
イラスト3. 二兎を追う者のみが二兎を得る？

注：いらすとや https://www.irasutoya.com/を引用
イラスト4. 時にはうなりながらの原稿執筆…　　

二兎を追う者
のみが二兎を
得る！


